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獅膽鷹目行以女手
船橋市立医療センター院長　丸山　尚嗣

この8文字の漢文は、【したん　ようもく　おこなうに　じょしゅを　もってす】と読みます。意味するところは、
外科医の持つべき要件として①獅子のような強い心（胆力）、②鷹の目のように鋭い観察眼、③手術や処置を行うにあ
たって女性の手のように優しい動作を心掛ける、というものです。言葉のルーツを辿ると、イギリスの外科医ジョン・
ホールが1565年に著した外科学書の一節に遡り、日本では江戸時代に蘭学者がオランダ語訳を漢文に翻訳したもの
とされています。今では外科医に限らず全ての医師に必要な心得として広まり、「千葉医学」のロゴにもなっています。

上掲の書は、当院初代の病院事業管理者であり昨年秋に逝去された鈴木一郎先生が、生
前に当院に寄贈されたものです。鈴木先生の同窓で著名な書家である辻元大雲氏の手によ
る力強い書です。現在は院長室に掲げていますが、新病院落成の折には患者さんや職員の
目につくところに掲示させていただこうと思っています。鈴木先生に哀悼の意を表すると
共に、当院では寄贈された鈴木先生の思いを胸に、患者さんにとって最善の治療を提供し
て参ります。

辻元大雲氏「獅膽鷹目行以女手」

「千葉医学」ロゴ
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日本では、現在も少子高齢化が深刻な
問題となっており、2025年には団塊の
世代が75歳以上の後期高齢者となり医
療を必要とする人が増えてきます。一方
で、少子高齢化による労働人口の減少や
2024年から医師の働き方改革が開始さ
れること等により、医療・介護人材が不
足し医療の需要と供給のバランスが崩れ
てしまうことが懸念されています。

このように、今後さらに少子高齢化が進むことから、2025年に向けて、要介護状態になっ
ても「住み慣れた地域や自宅で自分らしく生活したい」と希望する人が、必要なサービス
を受けながら在宅で自立した生活を続けられるよう、地域ぐるみで支えるために地域医療
連携は必須です。患者支援センターは、地域の医療機関や施設と連携することで患者さん
を紹介しやすいシステムや協力関係を構築し、地域医療の発展に貢献しています。

当院の患者支援センターは「地域医療連携室」、「がん相談支援センター」、「入退院支援室」
からなり、多職種で構成されています。なかでも、今回一番お伝えしたいのは、入退院支
援室の取り組みです。入院が決定した患者さんに対して身体面や生活面などについて聞き
取り、患者さんのお悩みや不安に対して様々な職種の職員がフォローできる体制を整えて
おり、安心して入院生活が送れるように、また、安心して退院できるようにお手伝いして
います。

昔は、1つの病院に長く入院して病気を治療
し、元気になるまで入院する「病院完結型の医
療」でした。しかし、少子高齢化で高齢者が多
い社会では、すぐに病院が満床になってしまい、
治療が必要な患者さんに対して適切な治療をす
ることができず、地域の市民の健康を維持する
ことは困難です。地域の医療機関は各々が役割
分担をすることで、以前の「病院完結型の医療」
から「地域完結型の医療」へ変えていく必要が
あります。患者サービスを第一に考え、地域の
医療機関で連携して、市民の健康の維持を行っ
ていきます。

「地域医療連携と患者支援 この10年」
演者：副院長 兼 患者支援センター長　茂木　健司

公開医療
　当院は、昭和58年（1983年）10月1日に開院し、今年で40周年を迎えました。
このことを記念し、10月12日（木）、市民文化創造館（きららホール）にて記念の
公開医療講座を開催しました。

開院40周年記念
特 集

出典： 三菱UFJリサーチ&コンサルティング 
地域包括ケア研究会報告書より
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講座を開催しました

新型コロナウイルス感染症は2019年12月
に中国湖北省武漢市で原因不明のウイルス性
肺炎の集団発生が確認されたことから始ま
り、2020年3月にはWHOからパンデミック
宣言がされ、当院でも未知なる感染症との戦
いが本格化していきました。

情報収集はもちろん、薬を使用するための
書類作成や専用病棟のゾーニングなど、感染
症対応は多岐に渡りましたが、病院全体で対応するという方針のもと各部署で役割分担し、
初期対応を乗り切ることができたと思います。

その後、第2 ～ 4波と感染拡大期が続いていく中、2021年4月にワクチン接種が開始さ
れました。ワクチンにより感染による死亡率が激減するなど効果はとても大きく、私たち
医療従事者にとっては大きな転機でした。

しかしながら、東京オリンピックと重なる時期に悪夢の第5波
がやってきます。当時流行していたデルタ株は重症化率が高く、
当院は三次救急医療機関であることから重症患者を受け入れるべ
く、病床を拡大して対応しました。しかし、病床にも限りがあり、
他院や救急隊からの依頼も、どの患者さんを受け入れるか命の選
択をする非常に厳しい対応をせざるを得なかった時期でした。

続く第6 ～ 8波では、軽症であるものの驚異的な感染力が特徴のオミクロン株が流行し
ていきます。2022年冬の第8波では、患者さん、職員の感染による大規模クラスターが発
生し、入院制限等、診療体制にも影響があり、非常に心苦しい時期となりました。

新型コロナウイルス感染症の今後について、いつかエンデ
ミック化（一定規模の流行を繰り返す）するとしつつ、自然
感染による免疫保持者が他国に比べ低い水準にある日本では
今後も大規模な感染拡大が続く可能性が高いと推測されてい
ます。皆さんにはワクチンやマスク・手洗い・換気などの基
本的な感染対策を、引き続き続けていただきたいと思います。

新型コロナウイルス感染症
～３年半の当院におけるパンデミックとの戦いとこれから～
演者：診療局技監 兼 呼吸器内科部長 兼 感染制御室長　中村　祐之
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令和5年11月11日（土）に都市センターホテル（東京都千
代田区）において、第193回日本胸部外科学会関東甲信越地方
会を会長として開催しました。当院としては、元心臓血管外科
部長の髙原 善治 医師（現船橋市病院事業管理者）が、平成20
年に第145回の同会を主催して以来15年ぶりです。歴史と伝
統のある本会の会長を務めさせていただいたことは、大変に名
誉なことであり、十分な準備を行い開催することができました。

本会は、関東甲信越地方の病院に勤務する、心臓血管外科、呼吸器外科、食道外科の3領域の胸部外科
医が、稀有な症例、治療に難渋した症例、手術手技の工夫などを報告し、質疑応答を通じて学術活動の経
験を積むことのできる貴重な機会です。

第193回は3つの会場で、129題（心臓血管83 ／肺39 ／食道7）の症例報告がなされ、320人以上の
参加者による活発な討議が行われました。更に胸部外科の次世代を担う外科医グループ（JATS-NEXT）
による特別企画に加え、ランチョンセミナーなど、8つのセミナーを催し、その領域の第一人者に講演して
いただきました。心臓血管外科部長 櫻井 学 医師や、呼吸器外科部長 荒巻 直 医師も、座長として討議を
盛り上げてくれました。当日参加した医師には、日頃の診療に役立つような何らかの新しい知見に触れて、「今
日は地方会に参加して良かった」と思っていただけたのであれば嬉しいかぎりです。

また、本会では、胸部外科に関心の深い医学生による発表のセッションと胸部外科医を目指している初期
臨床研修医による発表のセッションを設け、のべ20人の大学教授等が採点評価をしました。「初期臨床研
修医セッション」では、各病院からの初期臨床研修医16人による症例報告と質疑応答がありました。その
中で、当院での経験症例を発表した、初期臨床研修医2年生 竹内 峻 医師が、誰からも文句が出ない程の
圧倒的に高い評価点をたたき出し、みごと「最優秀賞」を獲得しました。

「僧帽弁逸脱症に対する僧帽弁形成術後17年目にpannus
増生による僧帽弁狭窄症を来した一例」の発表を行い、最優
秀賞を頂きました。

心臓手術の1つである、僧帽弁形成術後に組織増生に伴う
僧帽弁狭窄をきたすことは極めて稀であり、その病態も不明
です。この度、病理所見と文献的考察を踏まえ発表いたしま
した。当院では手術後も安心して生活いただけるよう、術後
のフォローアップを心臓血管外科、循環器内科、地域のクリ
ニックの先生方と協力し行っております。今回の受賞を受け、
さらに良い診療を行うべく邁進いたします。

第193回 日本胸部外科学会
関東甲信越地方会を開催

最優秀賞を受賞した竹内医師よりひとこと

副院長　茂木　健司

初期臨床研修医2年　竹内　峻
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今年度より当院で働いております、初期臨床研修医1年

目の三野怜央奈と申します。季節はすっかり冬になりまし

たが、入職した4月がついこの間のことのようです。これ

までの月日を考えると自分が成長できているのか不安に

なることもありますが、振り返ってみると非常に多くのこ

とを学び、少しずつできることも増えてきたという実感

があります。このように充実した生活を送ることができて

いるのは、上級医の先生方をはじめとして病院スタッフ

の皆様の支えあってのことなので大変感謝しております。

初期研修ももうすぐ折り返しとなりますが、患者さんに

信頼される医師になれるように一層気を引き締めて精進

して参りたいと思います。今後もどうぞよろしくお願いい

たします。

ボランティア活動で
表彰されました

長年にわたって市政の発展や教育・文化・スポーツ、社
会福祉、地域経済などの振興に功績があった方、善行に
より市民の模範となった方、237名・42団体への表彰式が、
令和５年11月３日に市民文化ホールで行われ、当院の病
院ボランティアとして活動している後藤渉さんが善行表彰を受けました。

後藤さんは当院で活動を始めて今年で9年目となり、受付時間前の患者さんの案内や診療科・検
査室等の場所の案内など案内全般を行っています。今回の表彰を受け、後藤さんから「この度、こ
のような賞をいただきまして誠に光栄に思います。『何かお困りのことはございませんか』と積極的
に声をかけ、患者さんの案内や車椅子を利用される方への支援など患者さんが安心して受診できる
ようお手伝いをしてまいりました。これからも心かようボランティア活動に努めますので、引き続き
よろしくお願いいたします。」とお言葉をいただきました。

バドミントンの国際大会に参加しました
令和５年９月11日～ 17日に韓国の全州（チョンジュ）市にて開催された「世

界シニアバドミントン大会」に乳腺外科の南村医師が参加しました。
「夏季休暇を頂き、子供の頃からの趣味であるバドミントンで、国際大会に

参加という貴重な経験をしてまいりました。本大会は年齢別に部が構成され、
50カ国以上からの参加とともに、日本からも100名以上が出場され、熱戦が
繰り広げられました。様々な方との交流を楽しみつつ、女子ダブルス部門で、
我ながら驚きの銀メダルを頂きました。（南村医師）」

研修医の

つぶやき

（写真左：三野医師）

初期臨床研修医　1年　三野 怜央奈
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当院は省エネに取り組んでおります。ご協力お願いいたします。



医 療 を 学 ぼ う！ in 図 書 館
　船橋市西図書館では、毎月医療講演会を開催しており、また、その他の市内図書館でも出張講演会を開催しています。
　令和3年4月以降、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンラインで開催しておりましたが、令和5年7月からは対面
で開催しております。 

●今後の予定
船橋市西図書館　要申し込み　先着30名
毎月1日9:30から受付開始：船橋市西図書館（TEL:047-431-4385）へお申し込みください。

日程 演題 演者
1月18日（木） 14：00～15：00 手の痛み・しびれについて 整形外科医長　大原　建
2月15日（木） 14：00～15：00 高齢者の消化器がん治療の現状と課題 消化器外科部長　夏目　俊之
3月 2日（土） 14：00～15：00 認知症介護のコツ 認知症看護認定看護師　菅田　法子

船橋市東図書館（習志野台公民館）　要申し込み　先着15名
毎月1日9:30から受付開始：船橋市東図書館（TEL:047-463-3611）へお申し込みください。

日程 演題 演者
3月16日（土） 14：00～15：00 大動脈瘤・大動脈解離の治療について 心臓血管外科部長　櫻井　学

●最近の講演会の様子
医療講演会(船橋市西図書館)

9月21日（木）「緩和ケアのはなし」 緩和ケア内科部長　安藤　健
　 　医療講演会では初めて「緩和ケア」について講演会を開催しました。多くの方にお

申し込みを頂き満席となりました。
　 　当院は、緩和ケア病棟を有しているのが特徴の一つです。参加者の緩和ケアの認識

について、クイズ方式の説明も織り交ぜながら、緩和ケアの基礎的な知識を身につけ
ていただけるような講演会となりました。会場からも、医療用麻薬やせん妄に関する質問のほか、在宅緩和ケアなど
緩和ケアに関する質問も頂きました。多くのご参加をいただき、緩和ケアに対してみなさんの関心の高さが伺えました。
がん治療において、緩和ケアの関わりは深く、患者さん、ご家族にとって大切なケアです。参加者が、緩和ケアの正
しい知識を得ていただける機会となったと思います。

出張講演会（船橋市西図書館）
10月14日（土）「歯科受診の後、医科受診が必要となる疾患について」　歯科口腔外科部長　村野　彰行
11月16日（木）「胆石症のはなし」　消化器内科副部長　石井　清文
12月 2日（土）「当院での白内障手術の現状～ COVID-19前後の比較～」　眼科部長　小林　晋二
出張講演会（船橋市北図書館）　

12月21日（木）「帯状疱疹のはなし」　皮膚科医長　井関　梢

※予定は変更や中止する場合もありますので、広報ふなばしや図書館HP等で
　ご確認ください。 患者支援センター　水内　里美

クボタスピアーズの選手たちとラグビーにトライ！

9/13（水）、船橋市をホームタウンとし、ＮＴＴジャパンラグビーリーグ
ワン2022-23で見事チャンピオンに輝いた「クボタスピアーズ船橋・東京
ベイ」の選手が、4年ぶりに当院の小児科病棟を訪問してくださいました。

当日は、選手とラグビーボールをパスしあったり、お話ししたりすること
で交流を図りました。また、ラグビーのルールを動画で楽しく学んだり、ラ
グビーに関するクイズをしていただき、子どもたちも楽しみながらラグビー
について知ることができました。さらに、選手への質問タイムでは、ラグビー

を始めたきっかけやラグビー
をしていて嬉しかったことをお話していただき、「足が速くなるためには
どうすればいいですか？」という質問に対しては、「腕を大きく振る」、「好
き嫌いをせずに食べる」などといった貴重なアドバイスもいただきまし
た。今回の交流を通じて、選手から病気と闘う子どもたちにエールをい
ただき、子どもたちも終始笑顔が溢れる素敵な時間となりました。選手
の皆様、ありがとうございました！
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病院ボランティア（患者さんの案内や図書の整理など）を募集しています。詳しくは、医事課まで



※��詳細は当院ホームページの�
採用情報をご覧ください。

◆日勤
【仕事内容】�病棟、手術室、外来に�

おける看護業務
【時　　給】1,745円～　※賞与あり

◆夜勤
【仕事内容】病棟における看護業務
【時　　給】2,193円～　※賞与あり

⃝看護師

【問い合わせ】
総務課

【仕事内容】�入院患児の保育・�
付き添い者の支援等

【時　　給】1,255円～

⃝保育士

次回のお知らせ公開医療講座
第50回　「身近な人が乳がん治療をすることになったら」
日時　1月25日（木） 14：30～15：30 会場　きららホール（船橋FACEビル6階） 　参加費　無料
講師　南村　真紀　（乳腺外科副部長）
定員　当日先着190人（予約不要） 問い合わせ　医事課

【ご参加いただく方へのお願い】
※感染症の拡大状況によっては、予定が変更となる可能性があります。最新の情報は当院ホームページでご確認ください。
※マスク着用は個人の判断が基本となります。
※手洗い等の基本的な感染対策にご協力をお願いいたします。
※当日は発熱などの症状がある場合は来場をお控えください。

医療費控除とは、一定以上の医療費を年間（1月１日～１２月３１日）で支払った場合に納めた税金の一部が戻っ
てくるというものです。

医療費控除の対象となる金額は、支払った医療費から保険金などで補てんされた額と１０万円を引いた額とな
り、上限が200万円となります。ただし、総所得が200万円以下の場合は、10万円の代わりに総所得の5％を
引いた額となります。

【医療費控除の対象となる主な項目】
1 医師、歯科医師による診療費、治療費
2 治療、療養のための医薬品の購入
3 治療のためのあんま、マッサージ、指圧、はり、きゅう、柔道整復師の施術費
4 介護保険制度の下で提供された一定の施設・居宅サービスの自己負担額
5 通院費、入院中の部屋代
6 義手、義足、松葉杖、義歯、補聴器、コルセットなどの購入費用
7 おむつ代（6か月以上寝たきり状態で医師が発行した「おむつ使用意見書」が必要）
8 ストーマ用装具代（医師の証明書が必要）

申告方法や必要書類等については、お近くの税務署までお問い合わせください。

医療費控除はどのようにしたらいいの？

患者支援センターより

【仕事内容】�シーツ交換、配膳・下膳、�
患者さんの移送等

【時　　給】�1,154円～　※賞与あり

⃝�看護補助者�
ナースエイド（看護助手）

会計年度任用職員　採用募集のお知らせ

患者支援センター 047（438）3321㈹〈受付時間：平日午前9時～午後5時〉問い合わせ
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担当医師は、状況により変更することがありますので、受診の際には当院のホームページ等でご確認ください。
※特殊外来の小児循環器、小児神経、小児腎臓、小児アレルギー、小児内分泌の予約および予約変更は午後2時から4時の間に小児科外来へ電話してください。

外　来　担　当　医　師　一　覧　表
令和6年1月1日現在

月 火 水 木 金 備考

内
科

新 患
松﨑　綾音 清水　英樹

平野　聡/安藤　健
下山立志/黒田裕太 〔交替医〕 田村　啓/石川凜太郎（火）は、第１・３・５清水、第２平野、第４安藤 

(水)は、第１・３・５下山、第２・第４黒田 
（金）は、第１・３・５田村、第２・４石川

呼 吸 器 天野　寛之 
田村　　啓

鹿野　幸平 
中村　　純

天野　寛之 
藤田　哲雄

中村祐之/石川凜太郎/松田光生 
中村　　純

鹿野　幸平 
藤田　哲雄

（木）中村（祐）が午前、石川/松田が午後 
（第１・３・５石川、第２・４松田）

消 化 器

東郷　聖子
石井清文/関　厚佳

関　　厚佳 
笠松　伸吾 
横塚　孝基

安藤　健/藤井渚夕 
東郷聖子/片平博之 

石井　清文

水本　英明 
横塚　孝基 
片平　博之

小林　照宗
藤井　渚夕
笠松　伸吾

一段目と三段目の医師は、原則、 
消化器内科からの予約患者のみ 

（水）安藤が午前、藤井が午後 
（月）は、第１・３・５石井、第２・４関 
（水)は、第１・３・５東郷、第２・４片平 
（火）横塚、（木）片平は、午後のみ

代 謝 黒田　裕太 河村　治清 寺山　　諒 河村　治清 寺山　　諒
腫 瘍 髙橋　秀和 平野　　聡 髙橋　秀和 平野　　聡 完全予約制
腎 臓 午　 前 山口　裕之 石川まりな 清水　英樹 完全予約制

午　 後 清水　英樹 垣脇　宏俊 腹膜透析外来
リウマチ 
・膠原病

午　 前 清水　英樹
窪田沙也花

垣脇　宏俊
石川まりな

安部　　樹 完全予約制 
(月)午前は、第１・３・５窪田、
第２・４清水午　 後 山口　裕之 山口　裕之 清水　英樹

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

循 環 器
内 科

予 約 内山　貴史
稲垣　雅行

沖野　晋一 
飯髙　一信

岩田　　曜 
林　智彦/内山貴史

丘　　慎清 
青山　里恵

石脇　　光 
福澤　　茂

(水)第１・３・５林、第２・４内山 
(木)の丘は第１・３・５のみ

新 患

宇佐美滉太/岩田　曜 石脇　光/青山里恵 丘　慎清/須藤洋尚 沖野晋一/飯髙一信 内山貴史/林　智彦 (月)第１・３・５宇佐美、第２・４岩田 
(火)第１・３・５石脇、第２・４青山 
(水)第１・３・５丘、第２・４須藤 
(木)第１・３・５沖野、第２・４飯髙 
(金)第１・３・５内山、第２・４林

心 臓 血 管 外 科 〔手術日〕 茂木健司/藤井政彦 〔手術日〕 〔手術日〕 午後1：30～
緩 和 ケ ア 内 科 安藤　　健 安藤　　健 午後1：00～　予約患者のみ

（火）は第１・２・３・５のみ

精 神 科
新 患 林　　仁美 宇田川雅彦/本川友紀子 宇田川雅彦/林仁美 大矢　雅樹 新患は事前予約が必要（電話も可）

（木）宇田川は隔週
（金）大矢は午前11：30頃～
（月）、（金）の林は午後のみ

再 来
宇田川雅彦/林仁美 宇田川雅彦 宇田川雅彦/本川友紀子 宇田川雅彦/林仁美 大矢雅樹/林仁美

小 児 科 島﨑　俊介
小黒　優樹

佐藤　純一 
今泉　孝章

丹羽　淳子 
内山　　薫

木谷　　豊
河内　　遼

伊賀　裕子
坂井　美穂

外
科

新患（消化器・一般） 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕
消 化 器・ 一 般 夏目　俊之

吉岡　隆文
佐藤やよい 
関野　伸史

丸山　尚嗣
野手　洋雅

田中　　元
貝沼　　修

吉岡隆文/内山まり子
髙原　善博

（水）丸山は午前のみ
（金）吉岡が午前、内山が午後

乳 腺
青柳　智義
南村　真紀

松崎　弘志
吉原ちさと

青柳　智義 
坂田　治人 
玉貫　圭甲

玉貫　圭甲 
坂田　治人

松崎　弘志
南村　真紀

（水）玉貫、（木）坂田は午後のみ

整 形 外 科
川口　大貴 
高瀬　　完 
〔交替医〕 
〔手術日〕

池之上純男 
大原　　建 
中島　貴子

三村　雅也 
鮫田　寛明 
染谷　幸男

土屋　流人 
鈴木　　諒 
橋本　瑛子 
〔手術日〕

〔交替医〕 
矢野　斉 

〔手術日〕

（火）・（水）は予約患者のみ
（紹介状ありは可）
（月）高瀬は午前のみ
（木）橋本は第1のみ

形 成 外 科 〔手術日〕 小野紗耶香
鈴木　杏奈

小野紗耶香 
鈴木　杏奈

乳房再建外来
〔手術日〕

小野紗耶香 
鈴木　杏奈

脳神経外科 予　約 内藤　博道 
新美　　淳

〔手術日〕 畑山　和己
上田浩太郎

安間　芳秀
〔手術日〕

根本　文夫
田坂　研太

（木）安間は第1のみ

新　患 〔交替医〕 〔交替医〕 内藤　博道 〔交替医〕 〔交替医〕

脳 神 経 内 科
鶴岡　　淳 宗像　　紳 完全予約制

（水）午前のみ
（木）第2・4　午後1：30～

呼 吸 器 外 科
荒牧　　 直 
江里口大介 
〔交替医〕

〔手術日〕 〔手術日〕 
一ノ瀨修二

荒牧　　直
江里口大介

木下孔明/〔交替医〕

〔手術日〕 （水）は予約患者のみ

皮 膚 科 井関　　梢 
〔交替医〕

亀田　瑛佑 
木下真太郎

井関　　梢 
木下真太郎

井関　　梢 
木下真太郎

木下真太郎 新患は紹介状が必要

泌 尿 器 科 大塚耕太郎
木下　陽介

深沢　　賢 
武井　亮憲

深沢　　賢 
森川　真衣

佐藤　信夫 
大塚耕太郎

武井　亮憲 
長岡浩太郎

産 婦 人 科
齊藤　俊雄 
大谷　美鶴

大谷　美鶴 
〔交替医〕 
〔手術日〕

齊藤　俊雄 
 

〔手術日〕

佐々木直樹 
髙見澤重篤

髙見澤重篤 
佐々木直樹 
〔手術日〕

（水）の産科は予約患者のみ

眼 科
海保　朋未 
久我　紘子 
〔手術日〕

松枝　美文 上原　七生 
松枝　美文 
〔手術日〕

小林　悠里 
小林　晋二

久我　紘子 
小林　悠里

（月）・（火）・（水）は予約患者のみ
（紹介状ありは可）

耳 鼻 い ん こ う 科 武田　宜高 
坂本　夏海

〔交替医〕 
〔手術日〕

小林　皇一 
坂本　夏海

 
〔手術日〕

小林　皇一 
武田　宜高

放 射 線 治 療 科 荒木　　仁 荒木　　仁 
小野澤正勝

有賀　　隆 
小野澤正勝

荒木　　仁 
小野澤正勝

荒木　　仁 
小野澤正勝

完全予約制

麻 酔 科 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 午前9：00～11：00 予約患者のみ
歯 科 口 腔 外 科 津川野の花/村野彰行 村野　彰行 村野　彰行 村野　彰行 村野　彰行 (月)津川が午前、村野が午後

特
殊
外
来

女性専用（内科） 古池　織恵 午前　予約患者のみ（電話も可）
脳神経内科（内科） 大櫛　萌子 午前　予約患者のみ（電話も可）
ステントグラフト外来（心外） 櫻井　　学 午後0：30～
ペースメーカー外来（循内） 〔交替医〕 午後1：00～　
小児循環器（小児） 佐藤　純一

河内　　遼
佐藤純一/河内　遼 午後　予約患者のみ

（水）第2・4佐藤、第1・3・5河内
小児神経（小児） 牧野道子/内山　薫 午後　予約患者のみ

（木）第1牧野、第2・3・4・5内山
小児腎臓（小児） 三浦健一郎（月1回） 午後　予約患者のみ
小児アレルギー（小児） 下条直樹/薄井　香 〔交替医〕 （水）月2回　午前9：00～予約患者のみ

（金）午後2：00～予約患者のみ
小児内分泌（小児） 島﨑　俊介 第1・3・5　午後　予約患者のみ

小児外科（外科） 小松　秀吾 午前のみ（午後手術）
遺伝カウンセリング（外科） 青柳　智義 午後1：00～4：00 予約患者のみ（電話も可）
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